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　水泳部の金指柚香さんが７月 22 日
から 24 日に栃木県で行われた関東大
会で 200 ｍ背泳ぎと 400 ｍ個人メド
レーに出場し、両競技ともに７位で
インターハイへの切符を入手。先に
行われた県予選後の「関東大会では
タイムと順位にこだわりたい」とい
う言葉を見事に実現した。
　なおインターハイは、８月 17 日か
ら 20 日まで宮城県で行われる。

　最近、本校の関係者を名乗った「振り込め
詐欺」が多く起きています。
　「進路を確認したい」や「卒業者の名簿を作
成したい」、「関東大会の寄付を募ります」、な
ど手口は様々です。本校では、一切そのよう
な行為は行っておりませんので、ご注意いた

だきますようお願いします。そのほか、卒業
生の個人情報を聞き出そうとする不審な電話
がかかってくることもあります。
　防止策として警視庁、神奈川県警から確認
の電話がご自宅に入ることもありますので、
その節はご協力ください。

ご注意ください！振り込め詐欺 　会員の皆様の住所等に変更が
あったときは、同窓会ホームペー
ジの「名簿データベース」の変
更を各人でお願いします。並行
して事務局にも連絡を頂ければ
幸いです。（題字下に連絡先）

　こゆるぎ会では、９月９
日、10日に開催される「こ
ゆるぎ祭」で、卒業アルバ
ムや同窓会実施状況などを
展示するコーナーを開設し
ます。
　卒業生の交流の場として
活用していただきたいと考
えております。また、向上
高校の今を知っていただく
機会になると思います。
　多くの方にご来場いただ
ければ幸いです。
　

水泳部 金指柚香さん

２年連続 インターハイ出場

事務局からのお願い

お待ちしています

関東大会の賞状を両手に持ち満面の笑みの金指さん

表紙画　奥津國道氏　題字　松澤輝次先生

「こゆるぎ祭」に本会コーナー
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こゆるぎ会に寄せる思い

　

猛
暑
の
候
、
卒
業
生
の
皆
様
に
は
お

元
気
で
ご
活
躍
の
事
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
日
頃
よ
り
同
窓
会
の
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

母
校
向
上
高
校
の
本
年
度
の
入
学
生
は
５
１
０
人
、
全
校
生
徒

で
は
１
６
０
０
人
を
超
え
る
規
模
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
進

学
率
で
も
大
変
良
い
結
果
を
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

先
日
、「
愛
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
が
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
対
象
は
、
各
々
、
様
々
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
よ
う
に
言
い
切

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
対
象
に
対
し
て

真
に
、
純
粋
に
、
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
そ
の
言
葉
か
ら
宮
崎
道
世
校
長
先
生
が
思
い
だ
さ
れ

ま
し
た
。
宮
崎
先
生
の
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
思
い
や
る
心
を
。
そ

の
心
は
、
創
立
者
大
井
龍
跳
先
生
か
ら
、
歴
代
の
校
長
先
生
、
多

く
の
先
生
方
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
心
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

学
校
で
出
会
う
生
徒
た
ち
は
、
キ
ビ
キ
ビ
ハ
キ
ハ
キ
し
た
挨
拶

で
、
ま
る
で
自
分
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
様
に
思
い
ま
し

た
。
生
徒
が
そ
の
よ
う
に
行
動
で
き
る
の
は
、
偏
に
先
生
方
の
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
を
思
い
や
る
心
が
、
生
徒
に
伝
わ
っ
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

生
徒
の
教
育
環
境
を
考
え
、
学
校
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
そ
う
で

す
。
学
校
内
の
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
、
運
動
場
の
人
工
芝
化
の

工
事
も
進
み
、
第
二
運
動
場
新
設
の
動
き
も
あ
る
そ
う
で
す
。
学

校
内
の
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
、
山
田
校
長
先
生
が
理
事
長
に
、

学
校
長
に
は
直
理
教
頭
先
生
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
一
人
ひ
と
り
を
思
い
、
教
育
環
境
の
改
善
に
、
先
生
方
を

は
じ
め
学
校
関
係
者
は
努
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
ゆ
る
ぎ
会

も
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

会
長
　
髙
倉
孝
元

受
け
継
が
れ
る
思
い
や
り
の
心

理
事
長
　
山
田
貴
久

　

４
月
よ
り
、
三
谷
幸
久
先
生
の
後
を
引

き
継
い
で
理
事
長
職
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
だ
、
不
慣
れ
な
部
分
も
多

く
あ
り
ま
す
が
、
学
園
発
展
の
た
め
に
、

精
一
杯
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
の
社
会
は
今
、
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。
押

し
寄
せ
る
少
子
高
齢
化
や
国
際
化
、
Ａ
Ｉ
の
進
歩
等
の
波
の
中
で
、

若
い
世
代
が
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
は
大
き
く
な
り
、
そ
の

責
務
を
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
学
校
教
育

の
改
革
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
本
学
園
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
教
育
方
法
の
導
入
や
、
未

だ
そ
の
方
向
性
が
明
確
で
は
な
い
２
０
２
０
年
度
の
セ
ン
タ
ー
試
験

廃
止
後
の
新
し
い
大
学
入
試
制
度
な
ど
に
対
し
、
決
し
て
簡
単
で
は

な
い
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
受
け
身
に
な
る
の
で
は
な

く
、
本
学
園
の
教
育
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
好
機
と
し
て
、
攻
め
の

姿
勢
を
持
つ
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、こ
の
教
育
改
革
の
目
指
す
も
の
が
自
ら
課
題
を
発
見
し
、

そ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
幅
広
い
能
力
を
持
っ
た
人
材
の
育

成
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
本
学
園
が
創
設
以
来
、
建
学
の
精
神

と
し
て
大
切
に
し
て
き
た
「
自
学
・
自
修
・
実
戦
」
の
教
育
と
目
指

す
も
の
が
同
じ
だ
か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
は
、「
自
学
・
自
修
・
実
戦
」
の
教
育
を
新
し
い
時
代
に

合
わ
せ
て
展
開
す
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
育
方
法
の
研
究
と
と
も
に
、
今
年
度
実

施
し
て
い
る
Ａ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
化
や
平
成
32
年
の
完
成
を
目

指
す
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
今
後
、
ご
支
援

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
学
園
の
更
な
る
発
展

の
た
め
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

学
園
の
更
な
る
発
展
に
ご
協
力
を

　
校
長
　
直
理
賀
一

　

今
年
度
よ
り
向
上
高
等
学
校
の
校

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
直
理
賀
一

で
す
。
今
後
も
、
建
学
の
精
神
に
基

づ
き
、「
自
ら
の
力
で
自
ら
の
人
生

を
切
り
開
く
こ
と
の
で
き
る
人
材
の

育
成
」
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
５
１
０
名
の
新
入
生
が
入
学
し
、
全
校
生

徒
の
数
は
１
６
３
１
名
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
と
違
う
の
は
、

男
子
が
２
５
０
名
、
女
子
２
６
０
名
と
女
子
の
在
籍
が
男
子
を

初
め
て
上
回
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
学
校
の
雰
囲
気
も
華

や
か
で
明
る
く
な
っ
た
気
が
い
た
し
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、
水
泳
部
や
駅
伝
部
な
ど
が
、
大
き
な
舞
台
で

活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
進
学
の
面
で
も
Ｇ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
を
は
じ
め
と
す
る
難
関
校
に
多
く
の
者
が
合
格
を
果

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
基
本
的
な
生
活
レ
ベ
ル
の
向
上
に
加

え
部
活
動
や
奉
仕
活
動
を
通
し
て
身
に
つ
い
た
主
体
性
、
そ
し

て
敢
え
て
部
活
動
と
学
習
面
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
い
う
本
校
の

ス
タ
イ
ル
が
実
を
結
ん
だ
結
果
と
い
え
ま
す
。

　

現
在
、
本
校
で
は
、
激
変
す
る
社
会
で
必
要
な
能
力
を
身
に

つ
け
る
教
育
を
行
う
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。
今
後
の
「
人
工

知
能
社
会
」
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
人
工
知
能
を
有
効
に
使

う
能
力
＝
知
恵
が
必
要
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
、
主
体
性
と
い
っ
た
21
世
紀
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
る
必
要
が
あ
り
、
授
業
や
部
活
動
、
奉
仕
活
動
、
国
際
交
流
、

学
校
行
事
の
充
実
を
目
標
に
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、「
一

人
ひ
と
り
を
育
て
る
」た
め
の
教
育
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
在
校
生
か

ら
元
気
を
も
ら
い
、
在
校
生
た
ち
は
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
活

躍
か
ら
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
相
乗
効
果
の
あ
る
学
校

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
を
育
て
る
教
育
を
実
戦
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Ａ
グ
ラ
ウ
ン
ド

念
願
叶
っ
て
人
工
芝
化

新グラウンド

Ａグラウンド 向上高校

　

Ａ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
化
は
、
強

風
が
吹
く
と
砂
埃
が
舞
う
こ
と
や
ク
ラ

ブ
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
私
立
の
高

校
で
整
備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
本
校
で
も
以
前
か
ら
導
入
の
要
望

が
あ
っ
た
が
、予
算
上
の
問
題
な
ど
で
、

実
現
し
な
い
で
き
た
。

　

し
か
し
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
を
果
た
し
た
こ
と
な
ど
、

本
校
の
運
動
部
が
好
成
績
を
残
し
て
い

る
こ
と
で
、
受
験
生
な
ど
も
含
め
本
校

運
動
部
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
さ
ら
に
よ
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
に
、
人
工
芝
化
の
計
画
が
立
て
ら

れ
た
。
当
初
は
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー

場
だ
け
を
人
工
芝
に
す
る
計
画
だ
っ
た

そ
う
だ
が
、
そ
れ
で
は
周
囲
か
ら
土
が

入
り
人
工
芝
を
痛
め
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
除
く
全
面
に

導
入
す
る
よ
う
変
更
さ
れ
た
。
Ａ
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
工
事
が
６
月
30
日
か
ら
始

ま
っ
た
。
こ
の
工
事
は
授
業
の
な
い
夏

休
み
中
に
行
わ
れ
、
９
月
の
完
成
予
定

に
な
る
と
い
う
。　

　

新
東
名
高
速
道
路
の
建

設
に
と
も
な
い
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
公
式
戦
に

加
え
て
野
球
の
練
習
や
試

合
が
で
き
る
よ
う
に
計
画

さ
れ
た
新
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
、
小
田
原
厚
木
道
路
の

北
側
の
歌
川
沿
い
の
場
所

に
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

地
権
者
の
方
と
の
交
渉

　2017 年度９月末の完成を目指したＡグラウンド人工芝化の工事が進めら
れている。念願だったこの工事の目的は、体育の授業やクラブ活動の環境を
よりよいものにすること。完成すれば、運動部の活動がさらに活性化し、こ
れまで以上の結果が残ることが期待される。

新グラウンド計画

小田原厚木道路の北側に予定
な
ど
の
結
果
、
す
で
に
用
地
確
保
の
目
途
は
立
っ
て

お
り
、
２
０
１
８
年
に
着
工
し
20
年
に
完
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
具
体
的
な
内
容
の
検
討
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
は
、
当
初
校
地
の
東
側
、

自
修
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
南
側
を
考
え
て
い
た
が
、
土

地
の
買
収
交
渉
が
う
ま
く
い
か
ず
、
現
在
の
場
所
に

変
更
さ
れ
た
。

　

現
用
地
の
面
積
は
、
両
翼
95
ｍ
の
野
球
場
が
入
る

２
万
２
７
３
㎡
で
、
駐
車
場
な
ど
も
造
ら
れ
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、こ
の
場
所
に
関
し
て
は
、

現
在
の
校
舎
が
古
く
な
っ
た
際
に
、
新
た
な
校
舎
を

建
て
る
た
め
の
用
地
に
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
く
と

い
う
。

使用される芝のサンプル

合成写真によるＡグラウンド人工芝完成予想図

完
成
は
９
月
末
を
予
定

寄付の
 お願い

　

新
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
に
伴
い
、
Ａ
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
化
計
画
も
重
な
っ

た
こ
と
で
多
く
の
費
用
が
か
か
る
よ
う

に
な
る
た
め
、
卒
業
生
の
皆
様
に
寄
付

金
を
募
る
こ
と
も
検
討
す
る
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
際
は
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 新グラウンドの建設予定地の図
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　　　　　　自　　平成28年6月 .1日

（単位：円）

　　　　　　自　　平成29年6月 .1日

（単位：円）

次年度繰越金 52,044,082
合　　計 57,744,082 合　　計 57,744,082

ＨＰ・名簿管理費 650,000
助成金(学校図書他） 1,200,000

消耗品費 30,000
備品費 100,000

通信費 40,000
雑費 30,000

交通費 50,000

利息収入 738 慶弔費 200,000
同窓会費 8,055,000 会議費 400,000

前年度繰越 49,688,344 事業費 3,000,000

                           こゆるぎ会　平成２９年度予算

　　　　　　至　　平成30年5月31日

収入の部 支出の部
項　　目 金　　額 項　　目 金　　額

合　　計 53,796,557 合　　計 53,796,557

助成金(学校図書他） 998,491
次年度繰越金 49,688,344

消耗品費 1,539
ＨＰ・名簿管理費 481,368

雑費 21,356

同窓会費 7,620,000 会議費 212,750
交通費 27,623

利息収入 738 慶弔費 148,850

                           こゆるぎ会　平成２８年度決算報告

通信費 28,831

　　　　　　至　　平成29年5月31日

収入の部 支出の部
項　　目 金　　額 項　　目 金　　額

前年度繰越 46,175,819 事業費 2,187,405

　

平
成
29
年
度
こ
ゆ
る
ぎ
会
代
表
者
会
が
、
６

月
10
日
の
13
時
30
分
か
ら
向
上
高
校
の
会
議
室

で
行
わ
れ
た
。

　

会
は
、
始
め
に
髙
倉
会
長
か
ら
今
年
度
の
目

標
が
語
ら
れ
た
。
次
に
、
今
年
度
よ
り
理
事
長

に
就
任
さ
れ
た
山
田
貴
久
先
生
、
向
上
高
校
校

長
に
就
任
さ
れ
た
直
理
賀
一
先
生
よ
り
、
学
校

の
現
状
や
Ａ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
化
の
計
画

な
ど
が
語
ら
れ
た
。
議
事
は
湘
北
部
会
の
小
川

敏
夫
さ
ん
が
議
長
に
選
出
さ
れ
進
行
さ
れ
た
。

　

議
題
は
、
役
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
昨
年
度

の
活
動
報
告
・
決
算
報
告
、
今
年
度
の
活
動
計

画
案･

予
算
案
等
で
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

　

今
年
度
の
代
表
者
会
は
、
出
席
出
来
な
か
っ

た
代
表
者
の
委
任
状
の
提
出
も
多
く
、
良
い
状

況
だ
っ
た
。
し
か
し
、
代
表
者
が
い
な
い
卒
業

年
度
も
あ
る
た
め
、
今
後
は
役
員
や
代
表
者
に

よ
る
声
掛
け
を
し
て
代
表
者
を
増
や
し
て
行
く

こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

４
月　

自
修
館
中
等
教
育
学
校
入
学
式
参
列

　
　
　

向
上
高
等
学
校
入
学
式
参
列

　
　
　

向
上
高
等
学
校
新
入
生
フ
ィ
ー
ル
ド

　
　
　

ワ
ー
ク
支
援
（
瑞
雲
寺
訪
問
の
案
内
）

６
月　

平
成
28
年
度
代
表
者
会

７
月　

野
球
応
援
（
会
場
に
て
団
扇
配
り
）

８
月　

こ
ゆ
る
ぎ
会
会
報
９
号
発
行

９
月　

こ
ゆ
る
ぎ
祭
展
示
参
加

12
月
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
協
力

３
月　

自
修
館
中
等
教
育
学
校
卒
業
式
参
列

　
　
　

向
上
高
等
学
校
卒
業
式
参
列

※
役
員
会
は
４
月
、
５
月
、
６
月
、
８
月
、

　

11
月
、
２
月
に
実
施

４
月　

自
修
館
中
等
教
育
学
校
入
学
式
参
列

　
　
　

向
上
高
等
学
校
入
学
式
参
列

　
　
　

向
上
高
等
学
校
新
入
生
フ
ィ
ー
ル
ド

　
　
　

ワ
ー
ク
支
援
（
瑞
雲
寺
訪
問
の
案
内
）

６
月　

平
成
29
年
度
代
表
者
会

７
月　

野
球
応
援
（
会
場
に
て
団
扇
配
り
）

８
月　

こ
ゆ
る
ぎ
会
会
報
10
号
発
行

９
月　

こ
ゆ
る
ぎ
祭
展
示
参
加

12
月
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」「
あ

　
　
　

り
が
と
う
も
ち
つ
き
大
会
」
協
力

３
月　

自
修
館
中
等
教
育
学
校
卒
業
式
参
列

　
　
　

向
上
高
等
学
校
卒
業
式
参
列

※
役
員
会
は
４
月
、
５
月
、
６
月
、
８
月
、

　

11
月
、
２
月
に
実
施
の
予
定

平
成
28
年
度
活
動
報
告

平
成
29
年
度
活
動
計
画

年
度
の
欠
員
が
な
い
よ
う
に

平
成
29
年
度
代
表
者
会

真剣に話を聞く代表者たち
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昭
和
54
年
に
保
健
体
育
科
の
教
員
と

し
て
、
本
校
に
着
任
さ
れ
た
夏
目
修
一

先
生
と
昭
和
63
年
に
地
歴
公
民
科
の
教

員
と
し
て
、
本
校
に
着
任
さ
れ
た
鮫
島

則
政
先
生
が
昨
年
４
月
に
還
暦
を
迎
え

た
。こ
れ
を
祝
っ
て
今
年
３
月
20
日
に
、

伊
勢
原
市
内
の
飲
食
店
に
て
先
生
方
が

主
催
す
る
お
祝
い
の
会
が
催
さ
れ
、
合

わ
せ
て
三
谷
幸
久
先
生
の
理
事
長
職
退

任
の
お
疲
れ
様
会
も
兼
ね
、
山
田
貴
久

理
事
長
を
は
じ
め
63
人
の
先
生
方
が
出

席
し
た
。

　

直
理
賀
一
先
生
の
乾
杯
で
会
が
ス

タ
ー
ト
し
、
お
二
人
の
元
に
は
次
か
ら

次
へ
と
先
生
方
が
お
話
を
し
に
伺
い
、

懐
か
し
い
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

た
。
着
任
当
初
の
写
真
や
卒
業
生
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

鑑
賞
し
、
先
生
方
か
ら
花
束
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
お
三
方
か
ら
お
言
葉
を
い

た
だ
い
た
。
鮫
島
先
生
と
夏
目
先
生
か

60名以上の先生で盛大に

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
着
任
当
初
の
た
い
へ

ん
な
時
期
の
お
話
や
長
年
の
教
員
生

活
で
の
思
い
出
話
を
さ
れ
て
い
た
が
、

両
先
生
と
も
に
向
上
高
校
で
教
鞭
を

と
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
。

　

ま
た
、
三
谷
先
生
は
理
事
長
就
任
に

伴
い
初
心
に
か
え
り
、
毎
朝
向
上
高
校

の
ま
わ
り
を
掃
除
す
る
な
ど
の
向
上
高

校
へ
の
思
い
を
語
ら
れ
て
い
た
。
経
験

豊
富
な
お
三
方
の
お
話
は
と
て
も
有
意

義
で
あ
り
、
多
く
の
先
生
方
の
心
に
響

い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
三
谷
先
生
は
理
事
と
し
て
、

鮫
島
先
生
は
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
務

を
続
け
て
い
る
。

夏目先生・鮫島先生 還暦お祝いの会　三谷先生 お疲れ様会

花束を手に笑顔の夏目
先生、三谷先生、鮫島
先生（左から）

最
後
に
お
祝
い
の
会
に
参
加
し
た
先
生
方

全
員
で
記
念
撮
影
を
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お茶の水大学合格　前田うて奈さん
　

２
０
１
７
年
度
の
入
学

式
が
４
月
７
日
に
体
育
館

で
行
わ
れ
、５
１
０
人（
文

理
コ
ー
ス
２
２
４
人
、
選

抜
コ
ー
ス
２
２
３
人
、
特

進
コ
ー
ス
63
人
）
が
、
本

校
で
の
高
校
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

吹
奏
楽
部
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
10

時
に
始
ま
っ
た
式
で
は
、
例
年
通
り
新

入
生
一
人
ひ
と
り
が
、
各
ク
ラ
ス
の
担

任
の
先
生
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
て
ス

テ
ー
ジ
袖
か
ら
登
壇
。
緊
張
し
た
様
子

で
、
先
生
方
や
会
場
で
見
守
る
保
護
者

や
来
賓
の
方
に
挨
拶
を
し
た
の
ち
、
自

ら
の
席
に
つ
い
た
。

　

校
長
先
生
や
来
賓
の
挨

拶
な
ど
に
続
い
て
ス
テ
ー

ジ
に
立
っ
た
の
は
、
安
部

実
乃
里
さ
ん
。
堂
々
と
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
を
送
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
３

階
席
と
２
階
後
方
に
控
え

て
い
た
２
年
生
が
、
例
年

通
り
「
歓
喜
の
歌
」
を

歌
っ
て
新
入
生
の
門
出
を

祝
福
。
式
は
温
か
い
雰
囲

気
の
中
で
終
了
し
た
。

　

２
０
１
７
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
、
６
月
1
日
に
実
施
さ
れ
た
。
悪
天

候
の
た
め
延
期
が
続
い
た
例
年
よ
り
も

14
日
早
い
開
催
と
な
っ
た
今
年
度
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
。
天
候
も
快
晴
で
、
過
ご

し
や
す
い
気
候
の
中
で
の
実
施
と
な
っ

た
。

　

開
会
式
は
、
赤
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
中
村

ま
り
「
む
か
で
リ
レ
ー
」
な

太
一
君
（
Ｂ
３
）
が
選
手
宣
誓

を
し
た
の
ち
、
実
行
委
員
長

の
後
藤
み
ど
り
さ
ん
（
Ｓ

３
）
や
な
お
き
会
会
長
の

岡
大
貴
君
（
Ｂ
３
）
の
激

励
が
行
わ
れ
た
。

　

午
前
の
競
技
は
２
ブ

ロ
ッ
ク
の
応
援
合
戦
か
ら
始

　2016 年度の卒業式が３月６日に行われ ,
508 人が本校を巣立った。
　式の第１部では、卒業生一人ひとりが
登壇し卒業証書を受け取ったのち、三谷
幸久前理事長などの挨拶に続いて、こゆ
るぎ会の髙倉孝元会長が来賓を代表して
祝辞を述べ卒業生の門出を祝した。
　その後の第２部では、各クラスでお別
れ会が行われた。

入学式 ５１０人の仲間を迎えて

卒業証書を受け取る卒業生

1 年生 今年も瑞雲寺に

力強く誓いの言葉を述べる安部さん

力いっぱい綱を引く橙ブロック ス
ポ
ー
ツ
大
会

雨
に
も
負
け
ず

全
校
生
徒
で
盛
り
上
げ
た

卒業式 ５０８名の巣立ち

頑張る向上生

行事や式典
  充実の内容で 

瑞雲寺でご住職の話を聞く１年生
　今年度入学した１年生のオリエンテー
ションの一環として、４月 12 日に向上高
校発祥の地である小田原市曽我の瑞雲寺
を 1 年生全員が訪ねた。新入生は、住職
の大井道範氏、湘北中学・高等学校卒業
生の鈴木忠一さん、小川敏夫さんから当
時のお話を聞いた。その後、各クラスの
代表生徒による、創立者大井龍跳先生の
墓参も行われた。

ど
７
種
目
、　

午
後
の
競
技
は

４
ブ
ロ
ッ
ク
の
応
援
合
戦
か
ら
始
ま

り
「
竹
取
物
語
」
な
ど
７
種
目
が
行

わ
れ
た
。
優
勝
は
橙
ブ
ロ
ッ
ク
。
橙
ブ

ロ
ッ
ク
は
「
爆
走
タ
イ
ヤ
レ
ー
ス
」
や

「
障
害
物
リ
レ
ー
」
な
ど
で
１
位
を
積

み
重
ね
、
最
後
は
紫
ブ
ロ
ッ
ク
に
迫
ら

れ
る
も
逃
げ
切
り
、
優
勝
し
た
。

女子同士の激しい競技となった竹取物語



学校説明会　
　８月１日（火）　９月９日（土）　
　９月 10 日（日）　 10 月７日（土）
※９月９日、10 日は、こゆるぎ祭
　の中での実施となります。

入試説明会  
　11 月３日（金・祝）
　11 月 11 日（土）　
   11 月 23 日（木・祝）
　11 月 25 日（土）
　12 月２日（土）

平日説明会
　12 月５日（火）６日（水）７日（木）８日（金）
※平日説明会は、事前の申し込みが必
　要になります。

説明会の日程
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　私は 3 年間の
青春を放送部の
活動と勉強に捧
げました。放課
後はほぼ毎日放

送部の活動に時間を充て、朗読
の練習を重ねました。その結果、
全国大会・関東大会に出場しアナ
ウンス部門で入賞することができ
ました。また、学校で行われる講
座合宿や各種講座に参加したり、
Ｗ eb 講座を受講したりと部活動
と両立できる範囲での学習を行っ
てきたので、部活引退後はスムー
ズに受験モードに切り替えられま
した。受験直前には、日々の学習
状況を学習管理アプリ「Ｃ lassi」
で先生と共有したり、入試の過去
問題の添削を先生方に丁寧に見
ていただけたことや、精神的に支
えてもらったことが志望校合格に
つながったと思います。向上高校
での学びを生かし、これからも頑
張りたいです。

お茶の水大学合格　前田うて奈さん

2016 年度　進路状況

部活と勉強の両立を

四大進学者が 73％ 　～努力の結果が進路に～
　2016 年度の進路状況は、現役生では 73％が四年制大学、6％が短期大学、14％が専
門学校、１％が就職でした。卒業生も含めた主な四大進学先は次の通り。

今
後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
も
視
野
に

昨年度は６３１冊を助成
　

向
上
高
校
の
生
徒
、
教
職

員
に
と
っ
て
魅
力
的
な
資
料

を
揃
え
た
図
書
室
。
役
に
立

つ
図
書
室
で
あ
る
た
め
に
貢

献
を
続
け
て
い
る
の
が
こ
ゆ

る
ぎ
会
だ
。
生
徒
の
た
め
の

本
は
も
ち
ろ
ん
、
毎
年
秋
に

は
教
員
が
多
く
の
資
料
を
直

接
見
る
こ
と
が
で
き
る
機
会

を
設
け
、
定
期
的
に
本
を
購

入
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
昨

年
度
は
補
助
費
を
使
っ
て
６
３
１

冊
の
本
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

最
近
で
は
、
本
や
新
聞
を
読
む

生
徒
、
雑
誌
を
見
に
く
る
生
徒
や

勉
強
を
す
る
生
徒
だ
け
で
な
く
、

英
語
科
が
力
を
入
れ
て
い
る
多
読

の
本
を
多
く
置
い
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
英
語
の
本
を
読
み
に
来
る

生
徒
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
教

職
員
も
リ
ク
エ
ス
ト
を
出
す
こ
と
が
増

え
、
読
み
た
い
本
が
あ
る
図
書
室
と
し

て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と

感
じ
る
。
学
校
説
明
会
の
際
に
は
中
学

生
が
歓
声
を
挙
げ
る
光
景
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

図
書
室
は
本
を
借
り
る
た
め
だ
け
の

場
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
電

子
書
籍
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
も
視
野
に
入
れ
、

発
展
を
見
守
り
た
い
。

計 計
文理コース 選抜コース 特進コース 既卒 文理コース 選抜コース 特進コース 既卒

大阪大学 1 1 麻布大学 1 1
お茶の水女子大学 1 1 亜細亜大学 1 1 2
東京外国語大学 1 1 桜美林大学 10 6 1 17
東京学芸大学 1 1 神奈川工科大学 4 12 5 21
東京農工大学 1 1 神奈川大学 8 13 6 27
新潟大学 1 1 関東学院大学 3 9 3 15
首都大学東京 3 3 北里大学 2 5 7
神奈川県立保健福祉大学 1 1 杏林大学 1 2 1 4
コース別合格数 0 1 9 0 近畿大学 1 1
現役・既卒別合格数 0 駒澤大学 4 5 2 11

国際医療福祉大学 2 1 3
計 国際武道大学 1 1

文理コース 選抜コース 特進コース 既卒 国士舘大学 4 7 11
慶應義塾大学 1 1 札幌大学 1 1
上智大学 5 5 産業能率大学 8 3 1 12
早稲田大学 1 5 3 9 昭和音楽大学 2 2
東京理科大学 3 3 6 昭和薬科大学 3 3
コース別合格数 0 1 13 7 松蔭大学 1 1 2
現役・既卒別合格数 7 湘南医療大学 2 2

湘南工科大学 1 1 2
計 洗足学園音楽大学 2 1 3

文理コース 選抜コース 特進コース 既卒 創価大学 3 3
青山学院大学 4 8 1 13 大正大学 2 2
学習院大学 1 0 1 大東文化大学 1 1
中央大学 5 20 0 25 高千穂大学 1 1
法政大学 15 22 4 41 拓殖大学 2 2
明治大学 10 2 12 多摩大学 5 1 6
立教大学 3 0 3 玉川大学 3 2 2 7
立命館大学 2 0 2 千葉工業大学 1 1
コース別合格数 0 26 64 7 鶴見大学 2 2
現役・既卒別合格数 7 帝京科学大学 2 2

帝京大学 11 15 4 30
計 帝京平成大学 5 4 3 12

文理コース 選抜コース 特進コース 既卒 デジタルハリウッド大学 1 1
國學院大学 1 13 13 27 桐蔭横浜大学 6 6
成城大学 8 4 1 13 東海大学 13 25 11 1 50
成蹊大学 2 1 3 東京有明医療大学 1 1
武蔵大学 2 3 5 東京医療学院大学 2 2
明治学院大学 2 6 8 1 17 東京経済大学 2 1 3
コース別合格数 5 29 29 2 東京工科大学 3 5 7 15
現役・既卒別合格数 2 東京工芸大学 2 2 4

東京国際大学 1 1
計 東京聖栄大学 1 1

文理コース 選抜コース 特進コース 既卒 東京農業大学 1 3 4
駒澤大学 4 5 2 11 東京薬科大学 3 3
専修大学 6 23 4 1 34 東邦大学 1 1
東洋大学 1 10 8 19 獨協大学 1 1
日本大学 7 8 6 2 23 二松學舍大学 1 1
コース別合格数 18 46 20 3 日本獣医生命科学大学 1 1
現役・既卒別合格数 3 日本女子体育大学 1 1

日本体育大学 1 1 2
計 日本文化大学 1 1 2

文理コース 選抜コース 特進コース 既卒 日本薬科大学 1 2 3
鎌倉女子大学 5 1 6 富士大学 2 2
共立女子大学 2 2 北海道情報大学 1 1 2
恵泉女学園大学 1 1 星薬科大学 1 1
駒沢女子大学 1 1 1 3 武蔵野大学 2 3 1 6
相模女子大学 3 3 2 8 文化学園大学 1 3 4
実践女子大学 1 1 文教大学 2 4 5 11
昭和女子大学 2 2 明星大学 4 1 3 1 9
東京女子大学 1 1 目白大学 6 1 7
東洋英和女学院大学 1 1 4 6 山梨学院大学 1 1
日本女子大学 1 1 横浜商科大学 2 2
フェリス女学院大学 1 1 2 4 横浜薬科大学 1 3 4

立正大学 1 1
和光大学 2 1 3

日東駒専
合格数

87
84

女子大学
合格数

97
90

KSMSM
合格数

65
63

早慶上智理科
合格数

21
14

GMARCH
合格数

国公立大学
合格数

私立大学
合格数

10
10

こゆるぎ会から助成された図書
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変
更
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
先
生
方

が
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
た
こ
と
に

「
現
在
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

亀
井
さ
ん
が
向
上
高
校
に
入
学
し
た

き
っ
か
け
は
、
自
宅
か
ら
一
番
近
い
高

校
だ
っ
た
か
ら
。在
学
時
は
、特
進
コ
ー

ス
に
所
属
し
な
が
ら
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
の
厳
し
い
練
習
に
も
打
ち
込
み
、

勉
強
と
部
活
の
両
立
に
励
ん
だ
高
校
生

活
だ
っ
た
と
い
う
。

　

看
護
の
道
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

は
、
２
年
生
の
「
心
の
旅
」
で
ベ
ト
ナ

ム
に
行
っ
た
と
き
に
、
結
合
性
双
生
児

と
し
て
生
ま
れ
、
日
本
で
分
離
手
術
を

受
け
た
「
ベ
ト
ち
ゃ
ん
、ド
ク
ち
ゃ
ん
」

の
グ
エ
ン
・
ド
ク
さ
ん
か
ら
「
日
本
の

医
療
技
術
の
お
か
げ
で
助
か
っ
た
」
と

い
う
話
を
聞
き
感
銘
を
受
け
た
こ
と
だ

そ
う
だ
。
当
時
、
文
系
か
ら
急
な
進
路

　

今
回
の
会
報
は
、
向
上
高
校
が
今

後
の
社
会
の
変
化
に
適
応
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
む
新
し
い
教
育
の
仕
方

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
化
な
ど
の

施
設
環
境
の
改
善
等
こ
れ
か
ら
の
発

展
を
感
じ
さ
せ
る
内
容
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
今
回
取
材
を
受
け

て
い
た
だ
い
た
卒
業
生
の
亀
井
さ
ん

の
よ
う
に
、
国
内
だ
け
に
留
ま
ら
な

い
大
き
な
活
躍
を
す
る
人
が
出
て
き

そ
う
で
す
。　　
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
・
佐
藤
）

　今号では、2 年生の「心の旅」でベトナムに行ったときの経験が看護の道に進むきっ
かけになったという 2001 年度卒業の亀井明子さんを紹介する。世界を舞台に多くの
人の支援活動を続ける亀井さんは、今年の５月にはテレビ東京の「世界ナゼそこに？
日本人」でコロンビアの老人施設で働く姿が紹介され、多くの人に感銘を与えた。

プロフィール
生年月日：昭和 57 年７月６日

血液型：Ａ型

出身：神奈川県伊勢原市

経歴：

2002 年 向上高校卒業

　　　  聖母女子短期大学入学

2004 年　聖母大学編入

2005 年　聖母病院　オペ室勤務

2008 年　聖母大学大学院進学

2011 年　海外で本格的に活動

2015 年　コロンビアで就業

特技：５か国語が話せること

（英語、スペイン語、フランス

語、イタリア語、ポルトガル語）

趣味：DVD 観賞

「心の旅」きっかけに看護師に
同窓生紹介　世界で活躍する亀井明子さん

コロンビアの学校で講演を行う亀井さん

この新聞は、同窓会会報委員会に向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が協力をして編集作業を行っています。

編
集
後
記

命
に
か
か
わ
る
経
験
も

今
後
は
新
天
地
探
し
を

　

大
学
時
代
は
、
研
究
の
一
環
で
エ
チ

オ
ピ
ア
や
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
な
ど
の

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
診
療
所
に
行
き
、
イ

ン
タ
ー
ン
の
傍
ら
、
点
滴
や
薬
の
整
理

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
を
行
っ
た
。
さ

ら
に
聖
母
大
学
院
を
卒
業
後
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
に
所
属
し
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
２
年
間
活

動
し
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
の
老
人
施
設

の
仕
事
も
様
々
な
地
域
で
出
会
っ
た
人

た
ち
か
ら
繋
が
っ
て
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
も
の
だ
と
い
う
。

　

海
外
で
生
活
す
る
機
会
が
多
く
お
風

呂
や
ト
イ
レ
、
電
気
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

設
備
の
充
分
に
整
っ
て
い
な
い
地
域
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
場
面
が
ほ
と
ん

ど
で
、
最
初
は
戸
惑
っ
た
が
今
で
は
慣

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
際
に
、
本
当

に
死
ぬ
か
と
思
っ
た
経
験
を
し
た
と
い

う
。
マ
ラ
リ
ア
の
中
で
一
番
危
険
な
熱

帯
熱
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
り
、
そ
れ
と
同

時
に
腸
チ
フ
ス
も
併
発
し
、
薬
や
点
滴

も
な
い
状
況
の
中
で
脱
水
症
状
に
陥

り
、
２
日
間
で
体
重
が
５
㎏
減
る
な
ど

危
険
な
状
態
に
置
か
れ
た
。
数
日
後
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
の
物
資
が
届
い
た
際
に
亀

井
さ
ん
は
、「
貴
重
な
物
資
だ
か
ら
、

他
の
人
に
使
っ
て
」
と
何
度
も
断
っ
た

そ
う
だ
が
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
亀
井

さ
ん
を
必
要
と
す
る
強
い
意
志
も
あ

り
、
何
と
か
一
命
を
と
り
と
め
た
。

　

２
０
１
５
年
か
ら
働
い
て
い
る
コ
ロ

ン
ビ
ア
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
紆
余
曲
折

あ
り
看
護
師
と
い
う
一
面
だ
け
で
は
な

く
、
施
設
の
運
営
責
任
者
の
よ
う
な
立

場
で
も
あ
っ
た
た
め
、
国
に
提
出
す
る

申
請
書
類
の
整
備
な
ど
も
亀
井
さ
ん
に

任
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は
他
の
職
員
に

も
引
き
継
ぎ
が
で
き
た
そ
う
だ
。
不
安

要
素
で
も
あ
っ
た
南
米
人
特
有
の
大
雑

把
な
気
質
に
よ
り
、
物
資
は
あ
る
の
に

上
手
く
活
用
で
き
て
い
な
い
点
も
改
善

に
向
か
っ
て
い
る
。「
現
地
の
人
た
ち

で
回
せ
る
状
態
に
す
る
の
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ゴ
ー
ル
」
と
考
え
る
亀
井
さ

ん
は
、
近
々
こ
の
施
設
を
離
れ
る
そ
う

だ
。
今
後
の
詳
細
は
未
定
だ
が
、
看
護

師
と
い
う
資
格
を
強
み
に
、
世
界
を
自

由
に
旅
を
し
て
新
天
地
を
見
つ
け
て
い

き
た
い
と
い
う
。

　

最
後
に
亀
井
さ
ん
は
、「
向
上
高
校

の
行
事
に
は
人
生
を
変
え
る
き
っ
か
け

に
な
る
も
の
が
多
か
っ
た
で
す
。
先
生

方
の
サ
ポ
ー
ト
も
大
き
な
力
に
な
り
ま

し
た
。
家
か
ら
一
番
近
い
と
い
う
理
由

で
入
学
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
向
上
高

校
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。


